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流域ガバ ンスを向上さ 取組 事例
公益財団法人 琵琶湖 淀川⽔質保全機構 設⽴
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設⽴趣旨
• 公益財団法人琵琶湖 淀川⽔質保全機構 琵琶湖

淀川 ⽔を利⽤ 関係自治体 一体 ⽔系一
貫し ⽔質保全対策 共同 取 組 設⽴

平成 年 ⽉
• 流域 府 県 政令市 20億円 及び⺠間126社

出捐⾦ 10億円 運⽤収入及び事業趣旨 賛同
賛助会員 会費収入等 ⽔質浄化

様々 事業活 を推進
目的
• 淀川⽔系 け 河川 湖沼⽔ ⽔質浄化技術及びこ

関連 技術 関 研究開発 ⽔質浄化事業
⽀援等を⾏うこ 淀川⽔系 ⽔質保全 寄与し

う い あ 地域社会 形成 関係住⺠ ⽣活
環境 向上 資 こ

■ 公益財団法人 琵琶湖 淀川水質保全機構

事業概要
淀川⽔系 け ⽔質浄化技術 びこ 関連 技術 関 研究開発
淀川⽔〃 け ⽔質浄化事業 ⽀援
淀川⽔〃 け ⽔質 係わ 情報 収集 処理 加⼯ び提供
淀川⽔〃 け 住⺠ び諸団体 河川浄化 愛護活 ⽀援
淀川⽔ 〃 け ⽔質浄化 関 啓発
淀川⽔〃 け ⽔質浄化技術 関 情報 収集 提供及び講習会 研修会 実施

出典 公益財団法人 琵琶湖 淀川⽔質保全機構 サイ ，http://www.ポyq.or.jp/

流域ガバ ンスを向上さ 取組 事例
琵琶湖 淀川流域圏再⽣推進協議会
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琵琶湖 淀川流域圏 再⽣計画策定 Hガ7.3
� 関係省庁及び関係地⽅公共団体等 流域全体 一体

的 取組体制を構築し 再⽣計画を策定
� 流域圏 関係機関 連携し 歴史 ⽂化を活 し自然 共

⽣ 流域圏 都市圏 再⽣ 実現を図 琵琶湖 淀川流域圏
再⽣有識者委員 Hガ8.ケ

� 琵琶湖 淀川流域圏再⽣推
進協議会 実施し 事業内
容 助言

※H27.1解散

琵琶湖 淀川流域圏再⽣推進協議会 Hガ7.ク
� 統合的流域管理 視点 ⽴ 各分野 地域を越

え 各⾏政機関 協議 調整し 再⽣計画を推進
� 流域圏 地域間 主体間 分野間 連携し 一体 取

組 連携テ を抽出

構成機関
国 国⼟交通省 農林⽔産省 林野庁 経済産業省 環境省

地⽅ 三重県 滋賀県 京都府 ⼤阪府 兵庫県 奈良県
京都市 ⼤阪市 ⼤津市

� ロム ネッ ワ ク
� ⽔辺 ⽣態系保全再⽣ ネッ ワ ク
� ⽔辺 賑わい創出
� 流域⽔環境再⽣
� 流域連携

琵琶湖 淀川流域圏
連携交流会 Hガ8.ガカ

� 琵琶湖 淀川流域 再⽣を
図 流域圏 活 さ
い 人 個々 活

を緩く繋い ネッ ワ クを設
⽴

行政

住⺠
ドPナ等

学識
経験者

助言

連携
協働

出典 琵琶湖 淀川流域圏 再⽣ サイ ，http://www.kkr.mlit.go.jp/plan/ポiwayodosaisei/index.html



流域ガバ ンスを向上さ 取組 事例
琵琶湖 淀川流域圏再⽣機構 設置 検討
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� 琵琶湖 淀川流域圏 再⽣計画 平成17年 ⽉策定
流域連携
• 琵琶湖 淀川流域圏 各種課題 対し 地域間 主体間 分野間 連携し 一体的 取 組 を継続性 あ

⾏政間 連携を推進 組織 市⺠ 自治会等 ネッ ワ ク 構築 こ を連携 組織
を設置

• 琵琶湖 淀川流域圏再⽣協議会
事務局 等 交流ネッ

ワ クをサ 事務局 し
役割を持 琵琶湖 淀川流域圏
再⽣機構 を設置

• (財)琵琶湖 淀川⽔質保全機構
組織体制を拡充し 活⽤ こ
一⽅策 今後 関係機関 調

整し 検討を進
• 設置 あ ⾏政

等 調整を⾏い 双⽅ ⽴場を
理解し 利害 影響さ
い中⽴的 組織 あ こ 流
域 け ⽔源地域 ⽔利⽤地
域 都市部 地⽅部等 各々
⽴場を尊重し 調整を⾏え 組織
あ こ 留意 必要 あ

琵琶湖淀川流域圏再⽣機構 平成27年 ⽉時点 未設置

琵琶湖 淀川流域圏
再⽣機構

協議会事務

交流会事務

流域圏再⽣ 関
調査 研究 開発等

琵琶湖 淀川流域圏再⽣協議会

琵琶湖 淀川流域圏
再⽣協議会

専門
委員会

協議会事務局

交流会事務局 分野別
部会

等

分科会

地域部会

琵琶湖 淀川流域交流会

出典 琵琶湖 淀川流域圏 再⽣協議会，琵琶湖 淀川流域圏 再⽣計画 〜 ⽔ “人 自然 ⽂化” 琵琶湖 淀川流域圏 〜，
キカカグォギ

流域 向上 取組 事例
総合⼟砂管理 関 検討 場 エ 宮崎県 事例
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� 流域単位 検討 場 く
• ⽿川流域 総合⼟砂管理 実施 学識経験者 利

害関係者 流域市町村 九州電⼒ 漁業者 森林組合等
検討 場 分野 超え 宮崎県

• 発電 本川 基 ⽀川 基設置 九州最⼤
電源河川 平成ガゲ年台風ガク号 出⽔ 多数 山腹崩壊
発⽣ 塚原 上下流 河道閉塞 ⽣

• 基本的 考え⽅ ⾏ 計画 各部局 各関係者 役割 ⽰
現在 学識経験者 進捗点検 ⾏わ い

ワ 位置 け
• 検討範囲 広範囲 ワ 流域 領域 河⼝ 海岸 河道 山地 分 議論
• ⼟砂 状況 課題 目標や対策等 い 地域特性や地域意⾒ 参考 技術的 議論
• ワ 議論 内容 ワ ⻑ 検討会 報告 検討会 審議

⽿川⽔系総合⼟砂管理 関 技術検討会

技術ワ
河⼝ 海岸領域Ｗ 河道領域Ｗ 山地領域Ｗ

• 学識経験者
• 地域 ⽅々
• ⾏政機関 県 流域市町村
• 関係機関 九電 漁業協同組合

• 学識経験者
• 地域 ⽅々
• ⾏政機関 県 流域市町村
• 関係機関 九電 漁業協同組合 ⽔

道局等

• 学識経験者
• 地域 ⽅々
• ⾏政機関 県 流域市町村
• 関係機関 九電 森林組合等

出典 ⽿川流域 総合⼟砂管理 い 宮崎県 Ｐ



流域 向上 取組 事例
下⽔道 国⼟交通省 検討事例
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� ベ チ
定量的 評価 優良事例 取 入 下⽔道事業

改善 促
フォ 定量評価 ニツ 業務指標 自 客観的 比較 評価
フォ 改善 優良事例 セ 学 改善 役⽴

出典 国⼟交通省⽔管理 国⼟保全局下⽔道部，下⽔道 ⼿法 関 検討会 中間 ，キカガギォギ
転載

� ベ チ 導入 目的

� 下⽔道普及率 いう統一的 指標 全国的 下⽔道 普及 進
地⽅公共団体 近隣 類似事業体 相対的 成果 課題 把握
地⽅公共団体 国 関係団体 企業等 課題意識 共有 協調 協働 事業推進

� 一⽅ 循環 下⽔道 位置 防災 資源 活⽤ 経営 ⽔環境
分野等 新 重要施策 い 国全体 統一的 指標化 い い

共通指標 導入 公開 下⽔道界 ョ 円滑化 循環 下⽔道 実現 加速 図

背景 課題

導入 目的

地⽅公共団体 自律的
促進

� 国内外 他事業者 比較
相対的 成果 課題 把握

� 良好 取 組
学 自 事業改

善 活⽤ 等

国 施策充実
� 定量評価 国際的 視点

踏 え 我 国 相対的
⽴場 成果 課題 把握

� 重点⽀援 自治
体把握 改善 セ 共有
全国⽔平展開 等

企業 連携強化
� 地⽅公共団体 取 組 通

間接的 評価向上
� 地⽅公共団体 抱え 課題

把握 技術 ビ 開
発促進 等

流域 向上 取組 事例
統合的 ⽔ － 米国 州 ⽔計画
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� フォ 水計画 キカガ3版 Watムロ ニlaラ バルミatム キカガギ － 統合的⽔管理実現
• ⽔ 関係 利害関係者 多数存在 権限 錯綜 中 政策⽴案者 議員 地⽅⽔管理者 納税者 他関係

者 利活⽤ う 前向 解決 指向 戦略 提供 州知事 実施 ⽔⾏ 計画 ソ い
• ⽔政策 係 将来像 計画 役割 計画目標 基本理念 基本⽅針 関連施策 構成
• ⽔計画 ガ9グゲ年以来 概 ~ 年 改定

フォ 州 水 現状
拡⼤ 渇⽔ 影響－信頼性 低い⽔供給 競合 ⽔需要 増⼤ 洪⽔
悪化 ⽔質 劣化 自然環境 ⽼朽化 進 地下⽔ 減少 地盤沈下

地帯 脆弱性 物理環境 変化 ⼤ 社会 多様性
キカガ3年版 重要

統合的 水 尽⼒
⾏政機関間 連携強化
– 全 ⾏政 連邦 州 部族 地⽅ 利害関係団体 ⼟地所有者 連携 強化
– 既存 ワ 繋 複数 ⾏政 場 入 効果 ⾼
– 各⾏政機関 学界間 情報 科学的知⾒ 共有 強化
– 確実性 ⾼ 協調的 能率的 許認可 複数 ⾏政機関 計画 政策 規制 い 良い整合

ベ ョ フ 投資
ョ 新 分析 開発 計画 セ 改善

人 活 ⽀え 構造物 施設 フ 湿地帯 ビ 氾濫原 フ
州政府 付加価値 ⽣ 出 投資

単独 自治体 達成 い事項 あ 地域 ⽀援 地域間 州間 国際間 問題 ⽀援
不利 条件 あ ⽀援 広域的公益 ポロリaミ ルuポlヤマ ポムラムメヤt 提供

出典 タムルaロtmムラt リメ Watムロ ネムsリuロマムsェ CA バノAェ Calヤメリロラヤa Watムロ ニlaラ バルミatム キカガギ ッヤモャlヤモャtsェ  キカガギ
日本語訳 い ィ株イ建設技術研究 日本語版 参考 一部訳 要約 関⻄広域連合本部事務局



流域 向上 取組 事例
河川洪⽔減災 － 市
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� Calgaロヴ’s Flリリミ ネムsiliムラt Futuロム
– キカガギ年 ⼤⽔害 契機 市 設置 専門家 提言 学識者 部会 連邦

政府 州 市 関係機関 ⺠間 実務者 参加 州 市 関係機関 役割や期間 短 中 ⻑期 実施中 明記
– 提言 あ 市洪⽔回復 危機管理庁 州洪⽔回復

等 緊密 連携 議論 早い段階 通 市⺠ 意⾒ 聴 提言 反映

出典 ハャム ダンルムロt トaラaモムmムラt ニaラムl リラ ネヤvムロ チlリリミ トヤtヤモatヤリラェ Calモaロヴ’s チlリリミ ネムsヤlヤムラt チutuロムェ キカガクォケ
和訳 要約 関⻄広域連合本部事務局

６ 具体的提案
洪⽔ 管理 極端 洪⽔ 減少 次 ：
ガオガカカ対策 社会 経済 環境 影響分析 州 更新 最新時系列 公表 ⼟地利⽤計画改定
氾濫原 開発抑制 法改正等 ⾼ 地域 移転計画 策定 自助 促 ョ 展開
集⽔域 人間活 河川 周辺 与え 影響 ： 地下⽔予測 開発 連携
事象予測 最⼤化 気象 河川流 予測 ：
観測局 ワ 拡⼤ 連携 洪⽔予測 共通 構築 情報伝達強化 教訓収集
貯留施設 分⽔路 防⽔壁 流 ⽔ 流 管理 ⼿法 ：
洪⽔調整施設 機能強化 連携 貯⽔池 容量増加 州 連携 治⽔代替案比較
重要箇所 防⽔壁 増強等 ⽀障構造物 改良 準備

資産 強靭性 極端現象 対 建築 住宅 耐性 ⾼ ⽅法 ：
市施設 防御 設定 Gツノ ⽤い 洪⽔ 充実 電気 通信事業者 連携強化
条例 基 規制 ⾒直 建物所有者 対策⽀援
気候変 河川や周辺 管理 整備 対 気候変 及 影響 ：
総合的 適応計画 策定 流域 気候 構築 連携

実現 向け 提案
市役所 治⽔対策 常設 設置 年 回議会 進捗報告 代替案 社会 経済 環境 影響 評価
州機関 緊密 連携 全国洪⽔ Wノ 誘致 共有 ワ 拡⼤

流域 向上 取組 事例
国際湖沼 共同管理 － 五⼤湖 ハャム Gロムat デakムsイ
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出典 州環境局⽔資源部五⼤湖室 提供 図
The Great Lakes Commission, Final Report: A Strategic Review and Organizational Assessment of the Great Lakes, 2005 

� 五⼤湖 歴史的経緯 中 設⽴ 様々 組織群 管理 米加両政府 始 利害関係者 非常
多 権限 錯綜 解決す 問題 関係す 組織や プ チを変え 対応

� 政策決定 際 利害関係者 合意 ⾄ 過程 公開 プ セ を重視
米加両国関係 意思決定機関
五大湖漁業委員会 Great Lake Fishery Commission

ガ9グク年 設⽴ 両国政府 周辺州 参加 両国間 五⼤湖 漁業資源 関 取 決 ⾏う

州政府 ベ 地方機関 意思決定機関
五大湖委員会 The Great Lakes Commission

米国内沿岸州 協定 基 ガ9ググ年 設
⽴ 各州間 公式協議 場 提供

各州政府職員 議員 構成 側
州及 州 準会員

気候 ⽣態系 健康
⽣息地 沿岸管理 侵入種
⽔ 依存 経済 ⽔質
⽔資源管理 分野 ⾏ 計画 策定

五大湖沿岸州知事評議会
Council of Great Lakes Governors

沿岸州知事 政治的 問題解決 組織
ガ9コキ年 設⽴ 側 知事 参加

国際合同委員会 International Joint Commission

両国間 五⼤湖 ⽔質 ⽔位管理 ⾈運 ⽔⼒
発電所開発等 関 取 決 ⾏う ガ9カ9年

米国 英国 当時 統治 間 結
条約 基 設⽴



流域 向上 取組 事例
川流域州際委員会 ツラtムロstatム Cリmmヤssヤリラ リメ ニリtリmaマ ネヤvムロ Basヤラ
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� ッ 川流域州際委員会 ICニネB 設⽴
• 悪化 川 ⽔質改善 目的 ガ9クカ年 関係 州 トaロヴlaラミェ ニムララsヴlvaラヤaェ パヤロモヤラヤaェ Wムst パヤロモヤラヤa

ワ タC 連携 設⽴ 人⼝や負荷量 応 出資 意思決定 多数決 規制権限
• ツCニネB 対話 促 各州 取組 協調 図 科学的論拠 提供 通 課題解決 促進

収集 整理 発⾏ 共通 ⽔質基準 開発 各州法 調査 改正 助言
ワ 整備 関係団体 会合 膳⽴

� 着目す 課題 変化 － ⽔質 ⽔量 ⽣態系
• ガ9ゲカ年代 連邦政府や各州 各種規制 ⾏わ ⽔質 劇的 改善 一⽅ ガ9ケカ年代 ワ タC 人⼝

急増 ガ9ケケ年 渇⽔ 史上最低流量 記録
• 米国陸軍⼯兵隊 ⽔需要予測 ガ9ケギ年時点 ガケ基 新規 必要 い 縮減 課題
• ガ9ゲカ年代 入 Jムララヤラモs ネaラミリlルャ貯⽔池 建設開始 各団体 検討 始 中 ツCニネB 規約 “watムロ 

suルルlヴ” 追加 協働作業 始 時代 変遷 役割 追加 総合化 現在 ⽣態系保全 焦点
� 科学的 プ チ 課題解決 合意形成
• ツCニネB内 Cナエナニ Cリリルムロatヤvム ナルムロatヤリラs リラ tャム ニリtリmaマ 設

置 選抜 職員 ＋技術顧問 市⺠顧問 技
術的検討 ソ 存在 － 情熱 能⼒

• Jリャラs ッリルkヤラs⼤学 解析 ニネツノト ⽤い 貯⽔池群 最
適操作 検討 ョ 既設貯⽔池 新設
Jムララヤラモs ネaラミリlルャ貯⽔池 デヤttlム ノムラムマa貯⽔池 連携 対
応可能 あ 確認 同時 連携操作 開発

• ニネツノト 活⽤ 関係者 信頼 構築 各⽔道事業者 技術
や 理解 促進 各事業者 代替案 検討 受

入 正式 条約締結前 ⽔道事業者 技術
連携操作 渇⽔訓練 実施 効果 検証

• ガ98キ年 連邦政府 水道事業者 DC ICニネB間 水供給連
携協定を締結

⽔系全体

選抜 職員

ョ
渇⽔訓練

代替案検討

⼤ 便益

結果 対
理解 促進

実務者
評価

連携 対
信頼構築

協調的解決 ⾄

出典 Cャムロヤム ノマャultzェ ツラtムロstatム Cリmmヤssヤリラ リラ tャム ニリtリmaマ ネヤvムロェ ツデBト Gリvムロラaラマム ニロリュムマt 資料ェ キカガカ

流域 向上 取組 事例
⽔ ⽔法キカカゲ エ 流域管理
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� 流域 強化 － 水法 キカカ7
流域管理 権限を連邦政府 移譲
• 川流域 州 特別区 跨 地⽅政府代表

流域委員会 全会一致 原則 流域管理 ⾏わ い
• 利害対⽴ あ 中 困難 意思決定 先延 利⽤量 過剰割

当 利⽤上限 無視 上下流 悪影響 あ ⾏為 制裁 い
状況 続 国家⽔ 適⽤ 困難 流域全体
情報 意思決定 非効率 あ

• 連邦政府 ⽔ 安全国家計画 発表 ⽔法キカカゲ
制定 連邦政府所管 独⽴機関 あ 川流域庁 新
設 流域管理 主導

引⽤ テムヴ メムatuロムs リメ tャム Watムロ Aマt キカカゲェ 環境省ッニ
Austロalヤaラ Gリvムロラmムラtェ A ドatヤリラal ニlaラ チリロ Watムロ ノムマuロヤtヴェ キカカゲォガ
ドatヤリラal Watムロ Cリmmヤssヤリラェ チリロtャ Assムssmムラt リメ tャム キカカク ドatヤリラal Watムロ ツラヤtヤatヤvムェ キカガクォ9

要約 仮訳 い 関⻄広域連合本部事務局

地表⽔ 地下⽔ 利⽤限度 含 流域計画 策定
各州政府 ⽔資源計画 ⼤⾂認可 際 助言 各⽔資源計画 流域計画 整合 求
流域内 ⽔取引 促進 ⽔利権情報 ビ 開発
⽔資源 計量 情報集約 研究 実施 地域社会 参画 推進

国家水 Natiリラal Watムロ Iラitiativム キカカク
• 効率的 持続可能 ⽔利⽤ 目的 ⽔改⾰枠組 Watムロ ネムメリロm チロamムwリロk 関 政府間合意
• 国家⽔委員会 ドatヤリラal Watムロ Cリmmヤssヤリラ 促進 同委員会 根拠法 キカガク年 失効

国家⽔ 適⽤ 関 各州 進捗 評価 公表
連邦政府 州政府 政策調整 う 政府間評議会 提言



流域 向上 取組 事例
河川流域単位 － 流域管理
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� 水法 Watムロ デaw ガ9ケク － 河川流域単位
• 河川流域単位 管理 ⽔ ⾏政上 境界 い

– 策定
– 課税 ⽔源税 汚染税 配分

• 組織 体制
利害関係者代表 流域委員会 Basヤラ Cリmmヤssヤリラ
執⾏機関 ⽔局 Watムロ Aモムラマヴ
国 派遣 知事 ニロムメムマt 全体

� 漁業法 デaw リラ メヤsャヤラモ ガ9コク
⽣態維持流量 残 義務化 取⽔量 制限

� 水法 Watムロ デaw ガ99キ
ノタAGダ 流域単位 ⽔開発 管理
ノAGダ ⼩流域単位 ⽔開発 管理 実施計画

� Eバ水枠組指令 Watムロ チロamムwリロk タヤロムマtヤvム キカカカ
• ⽔ 商品 受 継 遺産 参加キゲ 国

共通 目的 期限 有効 ⽅法 定
キカカク年 国内法 適⽤

� 水 環境法 デaw リラ watムロ aラミ aレuatヤマ ムラvヤロリラmムラts キカカケ
• ⽔ 環境庁 ナドダトA 設置サ 

⽔ 関 研究開発
⽔資源 環境 関 情報
⽔利⽤
ノタAGダェ タノAGダ 技術⽀援 自然環境 保全 再⽣

６流域 Dムルaロtmムラts ネムgiリラs

引⽤ ツラtムロラatヤリラal ナメメヤマム メリロ Watムロ ィリメ チロaラマムイェ ナロモaラヤzatヤリラ リメ Watムロ トaラaモムmムラt ヤラ チロaラマムェ キカカ9
要約 仮訳 関⻄広域連合本部事務局

流域 向上 取組 事例
流域管理 関連 ダバ指令 － 欧州連合 流域管理
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� Eバ指令 Diロムマtivム
• 加盟国 達成 目標 定 法令 達成⽅法 各国独自 定 期限内 目標 達成

要求 未達成 場合 加盟国 国内法 整備 実現 図
� 流域管理 関連す Eバ指令

引⽤ 欧州連合ッニ 要約 仮訳 関⻄広域連合本部事務局

⽣息地指令 Haポitats Diロムマtivム 9キ/ク3/EEC
• 貴重種 野⽣ 植物 ⽣息地 保全 通 ⽣物多様性 確保 目的 指令

自然保護区域 ワ ドatuロaキカカカ 設定
• 各加盟国 提出 候補地 欧州委員会 区域 指定 加盟国 保全計画

策定 義務付 区域内 開発 関 環境影響評価 実施 悪影響
対 あ ゆ 代償措置 要求

洪水枠組指令 Flリリミ Diロムマtivム キカカ7/ケカ/EC
• 洪⽔ 被害低減 洪⽔ 調査 枠組 構築 目的
• 気候変 影響 踏 え 評価 整備 洪⽔ 計画 策定 要求
• 計画 持続可能 ⼟地利⽤ 観点 氾濫原 保全 含 あ ゆ 防災 減災対策 記載
• 上下流国 ⼤ 転嫁 対策 含 場合 関係国 合意 う調整
• ⽔枠組指令 整合 協調

水枠組指令 Watムロ Fロamムwリロk Diロムマtivム キカカカ/ケカ/EC
• 地下⽔ 含 ⽔ 保全 枠組 構築 目的 ⽔域⽣態系 保全 改善 持続可能 ⽔

利⽤ ⽔環境 保全 改善 洪⽔ 渇⽔ 影響 軽減 ⾏う
• 地表⽔ 地下⽔ 量 質 ⽔圏⽣態系 ⽣息環境 い 指令 設定 良好 状態 到達 要求
• 流域単位 ネヤvムロ Basヤラ タヤstロヤマt 流域 計画 策定 ケ 年毎 改定
• 国境 跨 河川流域 単一 計画 策定 努⼒義務



流域 向上 取組 事例
－ 欧州連合 地域政策
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� 欧州連合 地域政策 ネムgiリラal ニリliマヴ
• 欧州連合内 地域経済格差 是正 う 政策 ガ9ゲグ年 欧州地域開発基⾦設置

地域政策 開始当初 加盟各国 中央政府 政策決定 実施 ⾏わ い
9カ年代後半 欧州連合 各国政府 地⽅機関 三者 チ ベ

条約 ガ9グ7
諸国 経済 一体性 強化 多様 地域 間 存在 格差 縮⼩ あ い 一層

恵 い地域 更新制 緩和 調和 発展 確保 希求 以下略

キカガクエキカキカ年 重点 ガガ ⽀援
ガ 研究 技術開発 ョ キ ツCハ セ 利⽤ 質 向上
ギ 中⼩企業 競争⼒強化 ク 低炭素経済 移⾏
グ 気候変 対策 軽減 ケ 環境保全 保護 資源 有効活⽤

• ⽀援対象 決定指針 地域政策 発展過程 追加 原則

追加 原則 各国 独自 実施 い ⽀援 追加 各国 予算節約 寄与
い

プ 化 原則 単発 複数 含 多年度 わ
⽀援対象

ップ原則 地域政策 あ ゆ 局面 い 委員会 各国政府 地⽅代表 組
事業 あ

参考 稲本守，欧州連合 ＥＵ 地域政策 ，東京⽔産⼤学論集 vリlォギコ，キカカギ

流域 向上 取組
琵琶湖 淀川 美 変え －提言－ 琵琶湖 淀川⽔環境会議 ガ99グ－ガ99ケ
� 三 理念
ガォ 琵琶湖 淀川 健全 ⽔循環 基本 新 い社会 創造

琵琶湖 淀川 私 受 継い 以上 い状態 次代
伝え ⽔ 恵 対 感謝 気持 基礎 環境

負荷 少 い 健全 ⽔循環 基本 新 い社会 創造
取 組 必要 あ

キォ 主体的⾏ 新 い社会 形成
流域 一 いう共通認識 琵琶湖 淀川 ⽔環境改

善 住⺠ 企業 ⾏政 団体 何
考え ⾏ 求 住⺠ 各組織

間 相互理解 協⼒ 築
主体的⾏ 最⼤限 ⽣ 実効性 ⾼ 新 い社会

形成 必要 あ
ギォ 将来 ョ 共有 ⾼度 技術 新 い⽔環境 創造

流域社会 一体 ⽔環境改善 取 組 始 あ
ガカ年 キカ年 ギカ年後 ⻑期的 視点

将来 ョ 設定 共有 必要 あ ⽔
環境 現時点 最善 技術 ⽤い 当然 あ

⾼度 技術 研究開発 進 積極的 実⽤化
図 琵琶湖 淀川 新 い⽔環境 創造 い

出典 琵琶湖 淀川⽔環境会議編ェ え 琵琶湖 淀川 美 い⽔ 取 戻 ，日経 社，ガ99ケ
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�五 ⾏ 指針
対⽴ 協調 協働 ⾏政主導 市⺠ 参画
部分 対処 総合的 取 組 後追い対応 予⾒的
開発 管理 総合的 保全 創造



組織体制や仕組 組織 体制
地域 国家間 様々 運営 資源 利⽤者 利益 湖沼 流域 管理 組織
体制
政策 枠組 や法制度 政策
法律 条例 伝統的 非公式 取 決 風習 慣習 等 湖沼資源 利⽤ 影響

統制 規範
利害関係者 参加 参加
住⺠ 利害関係者 湖沼 関わ 持 人々 参加
技術的取組 可能性 限界 技術
河川 流量制御 流路変更 排⽔処理 湿地 回復 造成 森林
再⽣ 植林 湖 ⽔位調節 堆積⼟砂 浚渫 保全技術や環境
改善技術
科学的知⾒ 情報
伝統的知恵 科学的知⾒ 湖沼管理 効率的 進
情報
持続可能 財源 調達 財政
湖沼流域管理 ⻑期間 わ 継続 必要 資⾦

流域 向上 取組 事例
統合的湖沼流域管理

17

� ⻑期 わ 強⼒ 政治的コ ッ 下 ６ 要素 推進

出典 公財 国際湖沼環境委員会 Ｐ

�統合的湖沼流域管理 Integrated Lake BasinManagement

統合的湖沼流域管理 ツデBト 湖沼 流域 管理 任 組織や利害関係者 湖沼 静⽔ 特
徴 踏 え 上 資源 持続可能 利⽤ 保全 実現 必要 概念

流域 向上 取組 事例
湖沼流域 向上 セ ツデBト セ
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� IデBトプ ッ フォ 湖沼流域 本柱 い 流域 現状 望 い強化
⽅向性 明 連携 課題 克服 取 組 場 あ い 仕組

� IデBトプ ッ フォ プ セ 一定 ⼿順 沿 徐々 湖沼流域 向
上 い セ

出典 ィ公財イ国際湖沼環境委員会， ツデBト セ 推進，キカガキ

６本柱 強化状況 評価
• 改善 向上 芽 取組 着目 重要
• ⼗分協議 連携 試⾏錯誤 進 い 重要
• 過去 有効 実施 う 復活 重要
• 制度 環境 不⼗分 試⾏的 部分的 改善 ⼯夫 い 検討

重要
• 本質的 問題解決 取組 反映 重要
• 流域外 成果 挙 い 取組等 試⾏錯誤 反映 い 検討

� 湖沼概要書
．
．湖沼 概要
．湖沼 流域 管理
．湖沼 主要
．湖沼流域 主要課題
．湖沼流域 課題 克服 上 鍵 取組
．参考資料
A 湖沼概要項目
B 湖沼流域 本柱 関 診断 セ

湖沼概要書 基本形 作成

湖沼概要書 利⽤ 実施
湖沼流域 課題整理

課題解決 向 自主的
漸次的 取組 評価結果

柱 強化
湖沼流域 向上

湖沼概要書 改訂

定
期

的
繰

返

� IデBトプ ッ フォ プ セ 流



求め 流域 姿を
共通認識

三 視点 課題認識
前提：静⽔ 三 特徴
• “⽣態系 ビ ” 視点
• “⽣態系 ビ ” 時間的変遷
• “⽣態系 ビ ” 流域

• 知識 経験 集約
• 組 状況 共有
• 自律的 取 組 推進
• 徐々 向上

IデBト 柱 強化を試⾏錯誤

⻑期的 IデBト 柱 強化

• 現状 理解
• 組 糸⼝ 探
• 知識 経験 整理

〜 を繰 返す
トasaャヤsa ドakamuロaェ ネCノダエノャヤモa バラヤvムロsヤtヴ aラミ ツデダC

持
続

可
能

性
…

⾼
い

時間…将来

19流域 向上 取組 事例
ツデBト セ

⽔害 ョ

出典 多々納裕一 吉⽥譲，人間安全保障⼯学 視点 総合的災害 管理，松岡譲 佐藤譲編，人間安全保障⼯学，グ章，京都⼤
学学術出版会，キカガギォコ
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■ 災害 コ ュ ョ



．広域連合 あ ⽅検討会 論点 第 回検討会

広域連合 あ ⽅検討会 論点 第 回検討会
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流域 あ 方
• 制度 仕組 作 問題 課題 政策 集 あ い 互い 摺合

繋 補完 取 組 いう話
• 課題 相互 補完的 い い いう 積極的 起 仕

組 流域
• 上⼿ 機能 結果 重層的 統合性 重層性 矛盾 い
• 集 議論 議論 内容 合意 基 い 自分 や 仕事 自分 権限 範囲

内 権限⾏使 仕事 仕⽅ 微妙 変え いう 期待 い いう

流域 を向上 せ いくプ セ
• 目標 対 一定 達成度 想定 ⾦ 人 付 事業 い いう伝統的 う必

要 い いう い 流域 向上 い いう 両⽅ う 噛 合わ
い 複雑 流域 課題 近接 い い

• 積 重 い う 仕組 い 共有 い 基
働い い 可視化 い 改善状況 指標的 ⽰ 現実的
政策課題 解決 貢献 い いう状態 い 良い

• あ 良い 緩や 自体 繋 良い
• 協議会 い 器 作 簡単 必要 応 有形無形 構わ い 課題 適切 言葉

投 込 必要 情報 ⽤意 望 い⽅向 誘導 い ういう役割 い
• 問題認知 中 現実 個別 問題 ⽚ い い い い 同時 理想 展望 持

い い い



広域連合 あ ⽅検討会 論点 第 回検討会
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流域 を向上 せ いくプ セ
• 少 向上 い あ い 前向 取 組 い

客観的 計 う ⽤意 司 う い
• 向上 計 ビ ョ 持 必要 あ 健全 ⽔循環 う 話

⽔質基準 う 明確 ビ ョ 持 難 いうビ ョ
価値観 いう 理念

• ビ ョ 個別課題 合 作 い い ビ ョ 作 い
セ ビ ョ 自体 成⻑ ビ ョ 共有 上 課題解決的 議論 ⾏わ

関⻄広域連合 役割
• 当面 既存 い い 形 尊重 新 作 ⽣産的 い

意味 関⻄広域連合 役割 ョ 同⼠ 繋 持 いう
非常 ⼤ 役割 果 ワ 全部吸収

⼤ 仕組 作 いう い
• 課題全体 ⾒渡 い い い いう役割 関⻄広域連合 持 い 思う
• 適切 ワ あ ⽅ あ い 関⻄広域連合 役割 受 取 いう

あ 関⻄広域連合 う 体制 中 作 い いう話
• 役割 受 止 条件 い必要 知恵 資源 集 自分

貯 い 上⼿ 流 ういう
• 専門的 知識 持 必要 あ 科学的 う 情報 ⽰ い

い セ セ 目的追求 調査研究 全 違 質


